
▽
今
か
ら
一
年
程
前
、
自
分
が
旅
に
出
て
汝
水

の
ほ
と
り
に
泊
っ
た
夜
の
こ
と
、
一
睡
し
て
か

ら
、
ふ
と
眼
を
覚
ま
す
と
、
戸
外
で
誰
か
が
我

が
名
を
呼
ん
で
い
る
。
声
に
応
じ
て
外
へ
出
て

見
る
と
、
声
は
闇
の
中
か
ら
頻
り
に
自
分
を
招

く
。
覚
え
ず
、
自
分
は
声
を
追
う
て
走
り
出
し

た
。
無
我
夢
中
で
駈
け
て
行
く
中
に
、
何
時
し

か
途
は
山
林
に
入
り
、
し
か
も
、
知
ら
ぬ
間
に

自
分
は
左
右
の
手
で
地
を
つ
か
ん
で
走
っ
て
い

た
。
何
か
身
体
中
に
力
が
充
ち
満
ち
た
よ
う
な

感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳
び
越
え
て
行
っ
た
。

気
が
付
く
と
、
手
先
や
肱
の
あ
た
り
に
毛
を
生

じ
て
い
る
ら
し
い
。
少
し
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、

谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て
見
る
と
、
既
に
虎

と
な
っ
て
い
た
。
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は
闇
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頻
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に
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ま
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え
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、
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自
分
は
左
右
の
手
で
地
を
つ
か
ん
で
走
っ
て
い

た
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何
か
身
体
中
に
力
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充
ち
満
ち
た
よ
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か
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ゅ
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感
じ
で
、
軽
々
と
岩
石
を
跳
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越
え
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行
っ
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が
付
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と
、
手
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や
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あ
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し
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い
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明
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川
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臨
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し
て
見
る
と
、
既
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虎
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ぞ
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が
た

う
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と
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な
っ
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い
た
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